
暦の上では、立春を迎えましたが、気温が低く乾燥した日が続いています。一般的には、１月下旬から２月にか

けて最も寒くなると言われています。気温が低い日には、衣類の調節や室内を暖めて過ごすことは勿論ですが、

なるべく体の内側から温まるような食べ物を積極的に取り入れて、免疫力を上げていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂インフルエンザの疑い 

症状：突然の高熱・頭痛・鼻

水・のどの痛み・激しい咳・関

節痛・嘔吐など 

 

北出ひまわりだより 
 病児・病後児保育室ひまわり ２０２６年 ２月  

お問い合わせ 病児・病後児保育室ひまわり ☎０７３８－２４－０１４４ 詳しくは、北出病院のホームページを見てね！ 

 

 

  

 

１月の利用状況（延べ人数） 合計 ５１人 

上気道炎 ８名、 気管支炎 １１名、 感染性胃腸炎 ５名、 喘息性気管支炎 １名、 

インフルエンザウイルス A  1 名、 インフルエンザウイルス B 5 名、 RS ウイルス 17 名、 

溶連菌感染症 １名、  （上気道炎・感染性胃腸炎） １名、 

（インフルエンザウイルス B・溶連菌感染症） １名。 

 

油断できないかぜ 

 

 

 

 

病児・病後児保育ひまわりでは、 

「あずかるこちゃん」を使用して 

ネット予約を行っています。施設登録をしてお

くと、いざという時に簡単に予約ができますの

で、こちらの QR コードからご登録下さい。 

 

脱水は夏だけではありません。実は冬も要注意です。 

汗をかかなくても、呼吸や皮膚から蒸発などで体の水分は

奪われています。空気が乾燥する冬は、こうした汗以外の

形で水分が失われています。また、あまり汗をかかないた

め、「水分補給しなきゃ」という気持ちが起こりにくいです

が、かくれ脱水にならないために、のどが渇いたと思って

いなくても、こまめに水分補給をするようにしましょう。 

かぜは年齢が低いほど、中耳炎や気管支炎、肺炎などを起こしやすくなります。気管の弱いお子さん

の場合は、のどが「ゼーゼー」したり、長引いたりする傾向にあります。早めに診察を受けましょう。 

冬のかぜによくある特徴 

➡ 

下痢・嘔吐 

両方の症状 

かくれ脱水にご注意を 

せき・鼻水・ 

のどの炎症・発熱 
 

 

 

➡ 

➡ ➂ インフルエンザの疑い 

➁ 消化器系にくるかぜ 

① 呼吸器系にくるかぜ 

① RS ウイルス感染症 

RS ウイルス感染症にかかると、激しい

咳が出て呼吸が苦しくなります。年齢

が低いほど重症化しやすく、呼吸困難

になったり、気管支炎、肺炎などの合併

症を起こしやすくなることもあります。 

➁ 冬場に多い 嘔吐・下痢 

この時期、気をつけたいのが「ウイルス性胃腸

炎」。ノロウイルス・ロタウイルスなどに感染する

と、おう吐と水のようなひどい下痢が起こります。

感染力も非常に強いです。おう吐や下痢で体内の

水分量が失われ、脱水症状になると危険です。で

きるだけ水分補給をして安静に過ごしましょう。 

かぜからくる中耳炎に注意！ 

かぜをひいた後、気を付けたいのが「急性中耳炎」。

鼻水が耳管（鼻と耳をつなぐ管）を通って耳に流れ

込み、中耳炎を起こします。こどもは耳管が短く太

いため、急性中耳炎になりやすいのです。 


